
2022 年度 S セメスター（S1・S2 ターム） 

定期試験（本試験）の実施について 
 

2022 年度 S セメスター（S1・S2 ターム）における教養学部前期課程科目の定期試験（本試

験）は、下記のとおり実施する予定です。 

2022 年度 S セメスター（S1・S2 ターム）定期試験の実施について 

 実施方法： 原則対面試験を実施します。（一部科目を除く） 

試験期間：  

Ｓセメスター開講科目：７月２０日（水）～８月２日（火） 

S1 ターム開講科目：６月１日（水）～６月２日（木） 

 S2 ターム開講科目：７月２７日（水）～８月２日（火） 

詳細日程： 「定期試験時間割大枠」は、教務課からのお知らせに掲載中です。 

       教室情報を含む試験時間割の詳細は、後日掲示します。 

 

【S1 ターム】新型コロナウィルスへの感染が疑われる場合等の対応 

定期試験期間までに、体調に異変を感じた場合や、自身が濃厚接触者に認定された場合等に

は、以下の通り対応を行ってください。 

① 新型コロナウィルス感染の疑似症状が出ている場合は絶対に登校せず、速やかに以下の

対応を行ってください。濃厚接触者と認定された場合も同様です。 

i) 下記締切までに「感染報告フォーム（学内者専用）」より、大学に報告する。 

（当日締切時間） 

→１・２限の試験：当日午前８:00 まで 

→３限以降の試験：当日正午 12:00 まで 

ii) 報告後、速やかに医療機関を受診し、診断書を取得する。 

提出期限：6 月８日（水）16:00【厳守】 

 ② 上記対応を行い、待機が必要な期間と対面実施の定期試験実施日時が重なってしまった

場合は、該当試験については授業毎に定める代替措置の対象となります。  

   ※新型コロナウィルスに感染した場合、医療機関から指示がなければ、報告日から 10 日

間かつ自覚症状の完全な消失（ただし、味覚と嗅覚異常はウィルスが死滅した後も継

続する場合があるのでこの対象としない）から 72 時間が経過するまでは自宅待機と

します。 

   ※医療機関を受診した結果、感染していないと判明した場合も、大学への報告が必要で

す。判明後に実施される試験について、受験できる状況であれば受験し、受験できな

ければ追試験の申請等、通常の必要な手続きを行ってください。 

 ③ 代替措置の対象となった場合には、教務課前期課程チームに診断書等の公的根拠書類を

※土日祝を除く。８月２日（火）は予備日。 

※土日祝を除く。８月２日（火）は予備日。 

https://www.c.u-tokyo.ac.jp/index.html


期限内に提出してください。 

（提出が遅れると代替措置の対象になりません。提出期限後の提出は一切受け付けません） 

 

【注意】新型コロナウィルスへの感染が疑われる場合等の措置は、受験資格 A に相当する特例

措置ですので、この措置により代替方法での受験を許可された科目については、追試験の受験

はできません。 

 

【S セメスター/S2 ターム】新型コロナウィルスへの感染が疑われる場合等の対応 7/11 更新 

2022 年度より原則対面授業を実施していること、進学選択を前提とした評価の公平性、昨今

の社会状況等を踏まえて、本学の方針を前提に教養学部で慎重に検討した結果、2022 年度 S セ

メスター・S2 タームの定期試験では、新型コロナウィルスへの感染が疑われる場合等の代替措

置はとらないこととなりました。 

 ついては、新型コロナウィルスへの感染が疑われる場合等の対応は「履修の手引き」の「Ⅳ 

定期試験と成績の評価」「3.成績評価が「不可」または「欠席」となった場合」に記載されてい

る通りとなります。関連して、各手続きの手続の日程はこちらをご確認ください。 

※2022 年度 教養学部前期課程事務手続き等日程 

 http://www.c.u-tokyo.ac.jp/zenki/2022_jimutetsuduki.pdf 

※【試験】2022 年度 S セメスター・S2 ターム追試験について 

 https://www.c.u-tokyo.ac.jp/zenki/news/kyoumu/all/2022/0711101500.html 

 

2022 年 7 月 11 日更新 

2022 年 5 月 11 日 

教養学部前期課程 

http://www.c.u-tokyo.ac.jp/zenki/2022_jimutetsuduki.pdf
https://www.c.u-tokyo.ac.jp/zenki/news/kyoumu/all/2022/0711101500.html

